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　　　 　　　　　 　 　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　as　Pe　vlsage　IS
　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　eymage　goth　awey．　sO・
　　　 　　　　　　　　　 　　 　　　　 　　　　　　　hath　a　good　pu「s，　as
　　　　　　　　　 　　 　　　　　 　　　　　　　　purs　faileth，　pei　fieeth，
　　　　 　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　＿as　long　may　the　man
　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　as＿SO　Iong　she
　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　　　　　　　I－tempt圭d＿as　ofte　she
　　§24　§23で扱った以外に，‘so’が頭位に来て転倒が起こる場合が32件，非転倒は190件である。
全体としては，圧倒的に非転倒の方向に赴くことは明らかであるが，意味・用法によって，ほぼ
六つに分けられると思う。次の区分内で，括弧内の数字は，転倒・葬転倒の順に並べた件数であ
る。
　　　　　　　（1｝　「上に述べたような状態（のまま）で」（1－0）。　　　，
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　　　　（2）　「と同様に（ならって）…も」の意味で，as＿so，　sith＿soのように相関的に用い
　　　　　られたり，あるいは意味の上で，先行する等位節などがこの‘as＿’の節に相当する
　　　　　ものであり，便宜上二つに分ける（22－17）5（a）代動詞doや，先行の文脈から省略さ
　　　　　れたものの推測が可能な助動詞と共に用いられるもの（12－0）。（b＞ここには（a】のように
　　　　　soが代名詞的性格を帯びず，副認としての働きがより明確なものを含めた（10－17）。
　　　　（3）②が「相応・類似」を表わすものであるのに対して，ここには，むしろF同一」を
　　　　　表わすもの，命令・願望などがその通り実行されたことの表現がそうである（3－23）。
　　　　（4）　「だから」　「そこで」と理由，結果を表わすもの，と「そうすることによって」と
　　　　　条件を表わすもの（6：122）。このほかに非転倒例しかもたないものが二つある。
　　　　（5）　「それほどに」（e－1）。
　　　　（6）自動詞‘hap’‘fall＝（befall）’やIikeと共に用いられるもので後続の‘that節’など
　　　　　に相応じるもの（0－13）。
　まず（1）では，名詞主語に自動講が用いられている。非転倒の例はないのだから，このような条
件のもとで，転倒に向かう可能性が大きいと言える。
　　　　　　　　　　（1）　←匹のひきがえるが騎士に復讐せんと，寝所に入りこみ，胸にと
　　　　　　　　　　　りつき騎士の生気を吸う。目をさました騎士は，家来の助けをもって
　　　　　　　　　　　してもこの悪魔を除けず，我が命も終りか，と嘆く）And　so　sat　Pe
　　　　　　　　　　　　toode　alleジat　3ere，　and　seeke　his　blood　（5）
　（2｝（a）でも非転倒の例はないから，転倒例についてついて述べれば，転倒の可能条件を示すこと
になるであろう。動罰は代動詞doが8（代名詞3，名詞5）で半数以上を占め，いわゆる「本
動調」の省略された助動詞が3（may，　sha11，　has），助動詞（must）＋代動詞doが1で，主語は
4件とも代名詞ある。主語を強調するために後位に置いて対照的効果を出させるのであろう。動
詞部が弱くてもそれは代動調などが多く用いられていることからわかるように，すでに先行する
文脈で意味内容が述べられており，強調して繰り返す必要がないからであろう。
　　　　　　　　　　　（2）（a｝Isee　we1，　and　so　27雌y　3e，　that＿（20）！as　pou　wilt　defende
　　　　　　　　　　　　pe　by　thi　strength，　so　shal　I　me　by　my　wisdom　（55）1as　the
　　　　　　　　　　　body　liuithe　by　kyndly　mete，　Right　so　40魏θthe　sowle　by　gostly
　　　　　　　　　　　mete（100）！the　pekok　goth　Iik　a　thef，　and　so　do　pei（59）1he
　　　　　　　　　　　　3ede　aboute　the　Empire，　and　so　most　pou　do，　sci1．　go　aboute　the
　　　　　　　　　　　doynge　pf　diuerse　werkes◎f　mercye（147）
　②（b）この場合には非転倒に大勢として傾くことは明らかであるが，まず前者では主語に代名
詞4，名詞2，後者では代名詞・名罰はそれぞれ9と3であり，動詞は自動詞（be）2，他動詞
4，複合動詞形4（代名詞3，名詞1）が前者で，後者は，自動詞（be）9，他動詞（dispose，
quench，　restore）3，複合動詞形は5（代名詞2，名詞3）である。自動詞beについては，前者
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で代名詞主語と共に用いられたのが1件，に対し後者では同じ代名調主語でありながら6件ある
こと，またこの動詞が名詞主語で用いられたのは前者後者とも同じ1件ずつであることは，非転
倒への傾きの大きさを示すものであろう。
代名詞
名　詞
自動詞
他動詞
転　倒
1（3）
2
2
1（3）
非転倒
9
3
9
3
表
14
ぱ，これを引き去って他動詞1
わずかに非転倒に向かいやすい，
ろう。また複合動詞形においてもやや非転倒に向うと言える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2）　（b）転倒例：Also　as　focus　lent　to　his　sone　oper　ij　d，　Ri3t　so　owe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　we　to　3”elde　to　pe　sone　of　goode　will　and　Mere£ory　work圭s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）！quod　the　emperour，‘‘pat　were　impossible　me　to　do．”　“So
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　pat　oper　impossible　for　me，”．　quod　he（66）1they　wer　worship－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fully　Reseyvid，　but　so　wer　not　yowr〔enmyes（105）1as＿，　so　is
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　penaunce　hard　in　sufferyng（146）／Right　as　a　thinge　is　Raysid
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　pe　erthe　by　hongynge，　Right　so　is　the　synfu1｝e　Rais；d　fro
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　synnys　to　god　（146－7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　（b）非転倒例：as　the　see　Ebbithe＆　Flowithe，　so　pe　wor｝de　is
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　now　Riche，　now　pore，　now　hole，　now　seke（108）！As　my　fadir
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hape　ordeynid　the　kyngdom　to　me，　so　I　dispose　hit　to　yow（156）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1rig圭ユt　as　it　is　hard　to　passe　a　depe　water　withoute　a　brig，　so
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hit　is　hard　to　be　saved　withoute　faith（41）1As　water　quenchithe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fyr，　so　almisdede　quenchii’he　synne（120）！as　pe　wif　is　weddid…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆m・y戸・td・p・rt…av…　1y　d・th・S・pi　fiesh鰐・・t　be
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depancid　fro　thi　bonys，　but　by　violence（34）1pe　more　he　qryRketh，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pe　more　he　thirsteth．　And　so　hit　is　of　worldly　goodis，　for　pe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　more　that　a　man　hath　of　hem，　pe　more　he　covetith（64）
　（3｝について，転倒例では，主語は3件とも代名調であり，非転倒例では代名詞7，名詞3であ
る。動調は，前者でsoを補語的働きにさせているbe，目的語と考えてもよい働きにさせている
　　表14で見ると主語が名調より代名詞のときに非転倒に向う傾
向が強く，動詞では，自動詞が優位であるが，転倒の4件の他
動詞のうち3件has　1件のほかが実はowe　to＋Rootのowe
が代名詞主語に先行しているのであって，他動詞にはちがいな
いが，後の‘ought　to’が発達して来るのと相適じており11），
一種の助動詞とみなすこともあながち無理ではない，と考えれ
（括弧内はoweの件数）とした場合，他動詞より自動詞のときに
逆に言えば名詞主語・他動詞で転倒に傾きやすいと言えるであ
11）OEDのOWEの項5，およびOUGHT　s　b．
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doとsayの3件であり，後者では，同様なbe　1件（代名詞1）とdo　9件（代名詞6，名詞3）r
複合動調（過去分詞が文脈より推測できるから省略してある1例も含めて）13件（すべて代名
詞主語でSo　it　was（done）の形をとる）である。言うまでもなく，（3）では非転倒への傾きが
大きいことは明らかであるが，転倒例申beやsayと用いられたsOには文脈からして他の転倒、
・ 非転倒例に見られない感情要素が入っており，またこの両者とも地の文でなく，被伝達文であ
ることも，これらを別枠にして考えてよい根拠になるように思える。従って〔3）では，転倒の1例
（so　dude　he）以外は非転倒が原貝il的であると雷ってよいであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）転倒例：＆yit　she　is　euermore　contrary　to　my　wi11，＆so　is・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　non　but　she．”（46）！The　ferthe　honoure　was，　pat　he　shulde　sitte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　at　the　table　with　the　Emperour，　and　so　dude　he；he　sat　in　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　temple　of　Jerusalem（178）（heは三っともee　’一一入物を指す）1“So　sey’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inot　to　the．”（‘so’はラ筍行する別人の話の内容を指す）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非転倒例：And　thenne　pe　stiward　was　glad，　and　saide，‘‘Late
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　downe　the　corde；”and　so　he　decde．！false　wrecche，　pou　shalt＿．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be　hongid圭n＿，　he　shall　haue＿pl　londis，　and　be　stlward　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pi　stede．”And　so　it　was　in　dede，　for　pe　stiward　was　y－hongid．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Gwido　was　set　in　his　stede（290）1aftir　my　deth，　she　shall
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　haue　myn　empire．”＆so　it　was　ydo　in　dede’（52）1then　the　lady
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seyde　he　shulde　be　dede；＆so　he　was　in　dede（175）1the　Emper－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oure　＿　seide　to　his　centurio，　pat　he　shulde　fecche　that　kny3t，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　torment　to　be　demid　and　dampnid．　and　so　he　was．（241）
　（4｝「だから」と「そこで」とは必ずしもはっきり区分できない場合があるし，単に話題をおこ
す手段にすぎないこともあるので，これらをひっくるめて級うが，ここでは，他のこれまでのど
の区分よりも非転倒への傾きが大きいと言える。転倒例にあっては，代名詞1，他動調（think＞
1で，他の5件は複合動講形（代名詞1，名調4）である。非転倒例では代名調62，名’詞27，動
詞は自動罰45，他動詞44，複合動詞形33（代名詞18，名詞15）である。複合動調形の場合にごく
僅か転倒する可能性があると言える。また他動詞thinkを用いたものが転倒しているのは，その
文脈では‘se’はほぼ‘then’に等しいし，‘Represented　Speech’の一種を目的語としている（‘then”
では‘Reported　Speech’が目的語）点からも，‘then’に現われたthinkの2例（§5（7））と同じ
一つの型とも考えられて，別枠にすることも可能であることを付言しておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）転倒例：he　saide，“I　aske　pe　Ien　of　alie　the　men　pat　seye　my・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fadir　turne　the　Playse，　pat　pei　be　pikid　oute・”＆　so　tezowte　pei、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　aftir　anoper，　yf　I　sey　so，　myn　yen　shul　be　pikid　oute．（154＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！Resone，　whiche三s　gostlye　medisyne，　is　I－browte　a．yene　by　the
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　werkes　of　mercy，　and　of　consciense，＆so　is　man　f－ltekd（234）1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（混合例）The　serpent，　sciL　pe　devi1，　woun（墨ipe　the　grehounde，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　scil．　Resoun，…；＆　So　is　pe　blode　lsψerkelid　abou重e　the　cradil，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　when　pat　pe　vertus，　pe　whiche　thow　toke　in　baptisme，　be
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depressid＆destroyed　by　the　devil1；＆　so　pe　cradil　is　tornid
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vpsodowne，　scil．　to　the　erthe（100）　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非転倒例：ンerfore　it　is　beste　that　she　late　some　leche　dele　wi亡h
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hir，　that　she　wold　triste　in；＆so　she　may＆s忽118　be　hole．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（234）！（リァ王の謡）the　Emperour　had　no　place　to　abide　ynne；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　so　heωrote　letres，＿　to　his　first　doughter　（50）1he　lesithe　his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　soule　by　synne，＆puttithe　it　oute　from　the　palys　of　hevene，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　so　至t　goth　fro　dor　to　d◎r，　as　a　corrupt　and　a　filid　v圭rgine．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（145）1she　tooke　me　to　husbond；and　so　we’kaue　levid　euer＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w圭th　Ioy　and　prosperite．（272）
〈5）では代名詞主語に他動詞，（6）は代名調主語13，自動詞13である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝　Iborowed　for　thi　Iove　swich　a　some　of　mQny＿，　so　hily　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sette　myn　herte　in　the．”（161）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）So　h呈t　felle　in　a　tyme，　that　ther　was　a　tiraunt　namid　Pom－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　peius（219）1And　so　it　was　or　tyme　pat　pe　feste　was　don，　alle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　echon　wer　made　his　frendes．（105）！So　hitωσs，　pat　the　Emperour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entrid　in　to　pe　ha11e．（83）1the　which　emperour　kad　thre
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　doughters．　So　it　likid　to　this　emperoαr　to　knowe　which　of　his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　doughters　Iovid　him　best（48）
　　　§25　このテキストで，頭位にありながら，転倒を起こしていない副詞は次の通りである。先
行文脈をうけるneverthelessや他の散発的なものは別としていわゆるr文修飾副調」の件数が，
比較的多いのは，これまでに扱って来た副詞と異なり，先行する文脈とのつながりが比較的に薄
く，前者が「前向き」の副詞とすれば，これはむしろ「後向き」のそれであるからであろう。な
お括弧内の数字は件数を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　also（25）；certainly（12）；doubtless（9）；eke（1）；（or）else（12）；ever（5ノ；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fa三rα）∫falsely（1）；far（1）；first（2）；forsooth（ヱ6）∫　forth（1）；forthw圭th
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）；gr1evously（1）；highly（1）；iwis（　・certainly）（1）；much（1）；
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　　　　　　　　　　　n・verth・1ess（21）；n・twith・thnding（1）；・fttime（・）・2・（9）；・utwa・d（1）；
　　　　　　　　　　　suddenly（1）；someday（1）；soon（10）；13）soothly（　・truly）（20）；sore（1）；
　　　　　　　　　　　thereby（1）；therein（1）；thereto（4）；therewith（1）；unnethe（讐hardly）
　　　　　　　　　　　（2）；veri正y（1）；wherefQre（2）；ye＄terday（1）
　§26　ここでは二語以上で綴られているが，意味上，普通の句よりはまとまりをなしていて転
倒例のあるものを扱う。すべて「場所」を表わすものである。前項の中にある，forsooth，　oft－
time（s），　tkerein，　thereto，　therewithなども二語で分けて綴られていることもあるが，転倒例が
ないことを，ことわっておく。（1）‘hereby’転倒例1　（名詞主語：自動詞（run））。非転倒｛列0
・（2）‘here　beside’転倒例3　（名詞主語3：自動詞3（be，　be，　lie））。（3）‘here　nigh’転倒例1
　（名詞主語：自動詞（dwell））。（4）‘there　beside’転倒例1　（名調主語：自動詞　（dwell））。（5）
’‘
within’転倒例2（名調主語2：i蟹動詞2（be））。（6）‘without’転倒例1　（名詞主語：複合動詞
形）。これらをとおして言えるのは，‘there’‘here’の場合と同様で，主語は必ず名詞，動詞は自
動言司か，複合動詞形で転倒しているということである。ただし，複合動詞形では代名形主語も当
然起こりうる。
　　　　　　　　　　　（1｝　lz　eγ　by　RyR％tthe　smale　Iitle　hogges　（2G9）
　　　　　　　　　　　（2）“her　be　syde　is　my　castelle（220）1“Here　bes・ide，”quop　he，“1ietgz
　　　　　　　　　　　　a　kny3t　ded，．．．（9）
　　　　　　　　　　　｛3）　hev’e　nソ　duellith　a　kny3t　（76）
　　　　　　　　　　　〔4）　7加76beside　duelZid　an　heremyte（81）
　　　　　　　　　　　（5）and　witlt　1競θzvas　but　dede　bonys　（305）1And　癬漉　Inne　ben
　　　　　　　　　　　　、nothing　but　dede　bonys　（305）
　　　　　　　　　　　（6｝And　witgt　oute　was　sette　pis　scripture，　tltei　Pat　cん6sθ鵬siu｛tie
　　　　　　　　　　　　＿（300）
　§27　ここでは，頭位に副詞旬が来て，転倒になる場合を扱う。転倒・非転倒はそれぞれ79件，
363件で非転倒への傾きは圧倒的である。複合動詞形の場合（（転倒：34（代名詞0，名講34。非
転倒118（代名詞103，名詞15）を除いて，まとめると，表15となり，どの条件も非転倒への傾き
代名詞
名　詞
自動詞
1他動詞
転　倒
0
45
44
非　転　倒
・79（代動詞の主語1を除く）
65
・・5（鯉離゜1＞
表
15
1　　139
を指すが，主語・については，代名詞の場合には100％非
転倒になるのに対し，名詞では41％が転倒に向うことが
わかるし，動詞については，他動詞の場合，100％に近
く非転倒に傾くが，自動詞にあっては，先の代名詞主語
に対する名詞主語の割合ほどではないが，やはり30％が
転倒に傾くことになる。つまり，複合動詞の場合は，圧
12）§23と異なり，asやsoと共に頭位に来ていないものである。
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13）　12）に「覇じ。
倒的に非転倒に向かうが，単独動詞の場合，名詞主語で自動詞のときに転倒があることになる。
また複合動詞形のうちで，転倒例34件中16件までは，　‘MoraHte’に現われる同じ表現で（e．g．
By　pe　Cite　in　pe　Northe　is　vndirstond　Helle（22））一一っの型であるから，これを別枠にして
考えとすれば，複合動詞形で非転倒に向う傾向1ま更に大きくなる。
　　さらに，‘then’の場合のように，複合動詞の場含を除いて，転倒例と非転倒例に共通の動詞と
同種の主語をもつものを対比すると，次のようになる。括弧内は，転倒・非転倒の順に並べた件
数である。なお，転倒例は，複合動調の場合を除いて，主語が全部名詞であるから，非転倒例か
らの算出もこの主語に限ることは言うまでもない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　自動詞：be（22－6）；come（8－8）；dwell（2－1）；enter（1－0）；fall
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－0）；go（1－1）14）；lie（2－0）；play（1－0）；reign（1－1）；speak（1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）；stand（3－－1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）他動詞：speak（1－0）15）
　これで言えることは，beで名詞主語の場合には，明らかに転倒に傾く割合が大きいというこ
とである。参考に，代名詞主語と用いられた上の諸動調の件数をあげておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝　　自動言司：be（17）；：come（7）；　dwel1（1）；　enter（1）；　fall（4）；　go（5）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lie（3）；play（0）；reign（1）；speak（2）；stand（0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　｛・ti　’igJ言司　：speak（0）16）
（ユ1転倒例：and　olz　hisうoのis　good　armour（g）！勿魏∫3加プd　cas
　come　pe　forsaid　knyght　Ger呈naldus（43）1and　in　hir勿κsθdweJte
　aserpente　of　longe　tyme（242）1and　6γ謝εwyndwe　enterith　an
　Egle，　scil．　the　power　of　gQd，　which＿（267）！seven　sithes珈　pe
　day！a〃栃pe　rightwise　man（74）1Andめ，　pis　way　go励maRy
（22）ibtsede　the　cradell　Jay　the　sarpeBt　dede（99）lat砺s　Play
ρ1θゴ6魏vl，　men．（71）1andげ露71zim　Reig”id　the　sone（225）1But
　a－yenst　s・ache　a　man　spefeitli　scripture，　and　seith　thus，　Maledictus
　homo＿（320）1（）f　that　serpentερθ競舵moyses　thus，　Fac　serpenteM
　＿（244）1and　a3enst　hit　s渉04　a　man　（7）1and　vクon　the　プinger　was．
　wretYn　wordis．勿γo麗θ屠o（7）1and　eecerツny3t　was　li3毛brennyng
　there　in　a　lampe（314）！alawe，　that　aftir　a　dome　yevi・n　s｝ztlde　be・
　no　me「cye　or　grace（242）1than勿歩加day　げdome　sJta〃θthe
14）
15）
16）
tyede’の形で出ているものである。
同じ意味・文脈で用いられたtsay’は2件ある゜
注15）と岡条件のtsay’は7件ある。
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　wikid　cook，　sc呈L　the　devi1，　stonde　aduersarie　ayenste　vs（152）17）ズ
（2）非転倒例：And　a〃e　tltcztηy8勉pes　thre　were　in　gladnes．（90＞
　1Jn　aか膨P圭s　sonne　oo物to王ユim（128）1And物a〃his　tyme　the－
　Empresse伽θ〃id　with　hir　dowter（212）1α！tir　his　g伽9，　a
　damse1，　thaむwas　the　ladies　sarvaunt，　yede　preveii（227）1af　tir闇
　pe　deth　（ゲ　the　6吻》erour　the　yongist　doughter　regned　in　h呈s
　stede　（52）1at　pe　laste　the　kny3t　spαke，　when鷺e　he　had　long－
1eyne，　an（1　saide　＿（254）Iin　pe　last　day　o∫henz　Ve　maide　Stoode’
　in　a　wyndowe（38）！so勿acerteγne　tγme　the　wyf　of　the　Em－
　Perour　saide　to　him，“sir，＿（237）！and　in　pθthiプde　day　he　ros・
　fro　his　deth（11）！げ∫θ7　pat　pe　serpent　was　no　moreッーsのπ（6）
　§28　ここでは関係詞節内で転倒の起こる場合を扱う。転倒・非転倒はそれぞれ，25件，115
件で，非転倒に傾くのは明らかであるが，詳細に見てみよう。前者において，主語は，代名調0．
名詞23，後者で代名詞34，名詞31であり，動詞は，前者，自動詞21，他動詞（say）2，複合動詞
形2（名詞2），後者では自動調30，他動詞36，複合動詞形50（代名詞29，名詞21）である。
倒髪尋
代綱・
名　詞
自動詞
他動詞
23
21
罪転倒
34
31
…8・ 1
29
36 1
表
16
　つまり大勢は，非転倒であることは先に述べた通りだが，代
名詞主語にあっては100％非転倒に向うことになるのに対し，
名詞主語・では過半数とまで行かずとも，43％が転倒に向かうこ
とがわかる）また他動詞では非転倒に圧倒的に傾くが，自動詞
の場合，ちょうど代名詞に対する名詞主語の関係と同じ位（42
％）転倒に向かうと雷えよう。複合動詞形にあっては，非転倒
に傾くことがはっきりと晃てとられる。
　転倒，非転倒に共通の動詞で，繭者は名詞主語しかないから，それに限って拾い出してみるとs一
前者でbeの占める割合が，23件中14件を占めるのに対し，後者では31件申わずか6件にすぎない
ことから自動詞でもbeの場合は特に転倒に向いやすいことがわかる。以下は，そのような共通動
詞を列挙したものである。括弧内は，件数で，転倒・非転倒の順である。
　　　　　　　　　　　（ユ1自動詞：be（14－6）；come（4－4）；dwell（2～0）；enter（1－1）
　　　　　　　　　　　（2）　他動覇：say（2－0）
　参考に，代名詞主語についても，このような動詞を拾い出すと次のようになる。
　　　　　　　　　　　自動詞：be（4）；come（2）
17）§5の最後から二つ目のパラグラフの例文との銘較は興味深い。
18）　他動詞tsay’は例文にも示したような，さきIC　‘then’などの項で述べた一つのfomnulaであると考え．
　　て，別枠にすると，他動詞の数は0となる。
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　　なお前項§27の副詞句に掲げた数字を見れば，転倒の条件が非常によく似かよっていることに気
付く。これは，次の例文にも見られるように，‘接続詞＋副詞句’の形に書き直すことのできるも
のが大部分であるからだ，と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝　車云倒｛列：pe　Cite　that　is　in　pe　north，　wkerθ　as　is　llo　mercy，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　but　grete　sor◎we　and　care　（20）1a　foreste，　in　tli　e　wlzich　is　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　passing　feire　ladye（114）！Pe　placeωiier　oo辮露ん60ute　iiij．　frogges
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　is　二the　body　of　man，　froo　tlze　which　coM・itke　iiij．　qua1圭tes　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hum◎urs，砂魏θw｝iiclze　iiij．　sett　together，　pe　ymage　of　pe　body　is
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dissoluid　（111）（混合例）1the　havene　of　the　ci亡ee　wJ？er　as　d劾elte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hir　modr（257）！The　wyndowe　at　pe　whick　enter・itk　lighte（267）！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　w6y　of　penaunce＆of　fastyng；of　peωlziciz　wey　se’ith　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Apostill，馴stricta　est　via．．．（42）（同様の｛列，テキスト126頁）！a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　philosopher，　to　zoんo彿weer　I－put云e　iij．　sonys　of　a　grete　kyng，　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be　enformid（108）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）非転倒例：the　caste11，　wher　as　the　body　is　of　the　Emperoure
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（254）1a　crye　of　Torment，　for　the　tvhiche　cry　many　knyghtes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conze　thidir　to　the　cite・（96）1the　door　opyn，　by　pe　wiiiCg｝a　ber
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entryth，　sciL　pe　devill（267）1Emperoure　tolde　hir　in　certeyne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　whoo　was　hir　childe，　wher　thorow　sheωαs　gladde（238）1gaderid
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　frewte，＆ete，　thorow　the　whiche　heωas　made　a　foule　lepre．（189）
　　　§29　接続詞‘ne’が頭位にきて転倒する例は1件，非転倒は7件で，非倒置の方へ圧倒的な
傾きがあることは明らかである。前者では，主語に代名詞，動詞は他動詞である。後者では，代
名詞2，名詞1，自動詞1，他動詞2，複合動調形は4件（代名調2，名詞2）である。代名詞
主語，他動調の場合，または複合動詞形で非転倒に向うと言えよう。ただし，この転倒例では，
‘
ne　we　と続くことにあるためらいがあったのではないかということ，　ne　wite＞nite，　ne　wiste
＞niste，　ne　wot＞notのような，一つの熟した語ととられる音の連続を避けようとしたのでは
ないか，と考えることもできる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝　転倒例：we　sette　not　bye　oper　hevene，　neγekke　we　how　正ong
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　we　bide　in　such　derknesse　of　synne，　and　of　thraldom；”（14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）非転倒例：they　come　neuer　oute　agayne，　ne　non　of　hir　frendes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　my　ght肋oω　where　they　bicome　（112）！she　had　no　mater　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Playne，71e　sopefastnesse　had　no　cause　to　pleyne　（135）1he　come，
and　towchid　not　the　shelde　of　the　fadir＿；Ne　heぎoε磁認noも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　170
the　sheide　of　the　holy　gost　（236）
　§30　接続詞‘tha三ユ’の導く節内で起こる転倒例は1件，非転倒は13件である。前者では名詞
主語，代動詞であり，後者は代名調2，名詞1；自動詞2，他動詞1，代動詞4（代名詞3，名
罰1），複含動詞形6（代名詞4，名詞2）である。後者の代動調do　4件のうち3件が代名詞
主語をもっていることから判断して，代動詞が名調主語を伴うときに転倒の可能性があると言え
よう。複合動詞形の場合は，もちろん非転倒に向うことになると言える。
　　　　　　　　　　　（1｝転倒例：pe　deflouryng　of　this　maide　greved　the　emperour
　　　　　　　　　　　　more　tlian　did　the　rav三sshing　and　withdrawlng　of　her（42）
　　　　　　　　　　　（2）　非転倒例：pere　was　non　that　yaf　better　Counseil1云han　the
　　　　　　　　　　　　yong　knyght　did（45）1hit．．．　did　mor　harme渉加πhe　dude　afore
　　　　　　　　　　　　（148）！110ve　the　dowter，．．，　mor　pan　yeωotle　troωe（160）！難e＿
　　　　　　　　　　　　wold　be　moore　thant　his　syr　was（311）
　§31最後に扱うのは，接続詞ないし関係詞としての‘as’の導く節内における語順である。こ
のような節内でも必ず非転倒の語順をとる次の意味・用法のものは，ひとつの型であるから，算
入しないことにする。（1｝「…のとき，…しながら」。（2）as＿（al）soの相関痴∫。（3＞「あたかも…の
ように」（4）関係詞の場合でsuch．．．　asとなっている場合。（5）as　often　as．．．，　as　long　as＿，
．as　soon　as＿の節。
　さて以上を除いた残りに晃られる転倒，鍔三転倒は，それぞれ50件，157件である。これを（ユ）
「…のように」「…のままに」（46：132）と（2）as＿asの比較節（4：25），の二っの場合に便
宜上区分して児てみたい。（1）まず複合動詞形は転倒に1件（名詞1）非転倒には25件（代名詞23，
名詞2）あるので除いてみると，表17のようになる。括弧内は転倒・ヲ随費倒例の内，名詞主語と
用いられている件数である。
代名詞
名　詞
代動詞do
助勤詞
be
特定の他動詞
その他の動詞
転　倒
1
44
27〔27）
3（2）
7（7）
8（8）
0
蒲倒書
58
49
26（5）
4（1）
15（6）
15（15）
47（22）
は聖書や聖人の言葉を引用するのに用いられている。
　この表について，まず，　「助動詞」とあるのは，先行
する文脈からその省略されている本動詞が推測できるも
のをいう　（転倒例では　will　1，　be　2；非転倒例では
might，　ought，　shall，　should　1件ずつ）。　「be」とは，
欠けている主格補語が先行の文脈から推測できるものも
含める。　「特定の他動詞」とは，‘say’と‘witness’を
いい，転倒例・非転倒例に共通に見られるもので，比較
の都合上，別にしたものであり（前者・後者共にwitness
は1件ずつで，他は全部‘say’が占める），そしてこれら
　　　　　　「その他の動詞」は，転倒例中に対癒する
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ものがない動詞をひっくるめたものであり，代名詞主語では自動詞17，他動調8，名詞主語では
それぞれ11である。
　　この数字でわかることは，代名詞主語はまず100％近く非転倒に向うこと，名詞主語ではほぼ
同じくらいの割合を両語順が占めること，また動詞については，代動詞doが両語順に同じ割合
であること，「bejも「特定の他動詞」も非転倒の方に割合が傾いていること，である。しか
し聖竃：などの語句をquoteするときの「特定の他動詞」による語順の大勢が§16の‘therefore”
の場合とは逆であるのは何故か，という疑問は残る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝　車云便1イ列：perfor，　man　do　as　dyd　pe　knyte（7）1per　is　no　iogoloure・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pat　can　Inake　me　so　fast　Iawe，　as　woll　my　sone（46）1pe　serpent
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stirte　in　to　it，　and　was　drawyn　vp　as　were　pe　oper（283）1many
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ben　vnkynde，　as　was　pe　pefe　that　deceivid　pe　lady（321）！By　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wif＿is　vndirstond　the　fiesshe．．．；as　sθゴ臨　the　Appostill　paul，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Datus　est　mic｝zi＿（48）1he　yede＿；mevinge，　as　is　manner　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　playe，　that＿；and　perfor，　as　costom　was，　a　clene　virgine　shulde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　arme　him．（236）（混合例）！prelatis　of　holy　chirche，　as　ben　pre－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chours，　and　confessours　（16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講三｛転1到｛列：if　he　be　sory　for　his　synnys，　as　blind　men　ben　for
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hire　dorknesse，　he　shaH　have＿（36）if　pou　sey　soth，　as　pi　felaw
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dede，　ywis　pou　shalt＿（73）1he＿askid　a　devorce，　as　the　lawe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wolde（176）1may　ye　drinke　of　the　same　cuppe　pat　I　am　to、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　drynke，　sciL　suffre　passion　as　I　s舷〃e（205）！hit　is　of　hem　as
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hit　is　of　a　man　that　lokith　in　a　mirrour（58）1as　lawe　was，　he
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yafe　iij．　strokes　on　the　yate　（104）1he　．．．＆　圭s　ouercome　with．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　devil；as　the　spostle　seitl2e，　ム砺〃um　（｝pus＿（126）1he　berith
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hem　as＿，　or　as　men　berith　poudir　in　pe　wynde（42）1but　she．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as　a　goode　woman　s｝Lulde　do　seide．．．（312）
　　次に（2＞であるが，転倒，非転倒，それぞれ4件と25件である。複合動詞形は前者にはないが，
後者には6件（代名調3，名詞3）ある。これらを除いてみると表18のようになる。括孤内の数
字は表17におけるのと同じものを示す。
　　「be＋C」とは（1）における「be」と異なり補語が表現されているもの，　「その他の動詞」は自’
動詞enterで，これも「be」同様，主格補語が先行文脈から推測されるものであるが，一応別に
した。
　　この表から，主語については，代名詞は，（1＞と同様100％非転倒であるが，名詞は転倒への傾
きがきわめて大きいと言わねばならない。代動詞doや「助動詞」が転倒例には全く晃られない
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代名詞
名　詞
　代動詞do
l＿
助動詞
1 be
be十C
have
その他の動詞
転　倒
0
4
0
0
3
0
1
0
葬転倒
17
2
4
5
1
6（1）
2（1）
1
表
1
8
ことは，これらがみな代名詞主語であるところに理由が
あると思、われる。例えばas　much　as　did　he（will　he）
という語願は避けていることになる。ヂbe」が転倒例に
多いのは，名調主語のせいで，as＿as圭s（was，　etc．）
十名詞の語順を好むと言えよう。事実非転倒の例は代名
詞主語なのである。「be＋C」であるが，補語の表現さ
れたbeは，　as＿as　is（was，　etc．）÷主語＋補語
（worthy，　good，　etc．）という語順をとらないことになる。
「have」が非転倒に2件あるが，1件は代名詞主語である
からだろうし，残りは名詞主語であるがhave　need　of
という動詞旬になっているから転倒しないと思われる。
（2）転倒例：if　ye　have　feith，　as　mocheα3肋魏pe　corn　of　synewey
　　（41）！yf　ther　be　eny　sorowe　as　is：my　sorowe（223）1heven　was
　fro　helle　as　moche　as　is　a　sighyng　fro　pe　hert　（65）
　　非転倒例：“doughter，　how　moche　lovist　pou　me；”As　moche
　　forsooth，”　she　said，‘‘as　I　do　myself．”　．．．　lhe　seid　to　the　thrid
　　doughter，‘‘how　moche　lovist＿me？’，“Forsoth，”quod　she，“as
　　moche　as　ye　betSz　worthi，＆no　more．”．．．“doughter，　thou　sha正t
　　not　be　maried　so　richely　as　pi　sustris　6θ魏。”（49）（リア王の話）
　　／as　moche　quantite　as　Gwido　Izadde　nede　of　to　charge　with　his
　　asse（286）1“Aske　of　me，”quod　the　knight，”as　muche　mony　as
　　thoweωolte（162）！paide　to　him　as　muche　as　euer　heω01de　asfee
　　（246）1praied　him　to　be＿in　as　moche　as　reason　wold　suffre，
　　（43）
　　　§32　最後に，次のような・例が一つだけ見出されたが，これは動調の前に，このテキストにお
いては，通常‘there’が加えられるものである。‘there’がないために‘come’という動詞は頭位
に立ち，‘there　come．．，’よりも生き生きした表現になっている。　ChaucerのNun’s　Priest’s
Tale（3375以下）で雄どりをくわえて逃げ去る狐を追いかける場面があるが，それを思い出さ
せてくれる（Ran　colle　oure　do99e，　and　Talbot　and　Gerland／．．．1Ran　cow　and　calf，　and
eek　the　verray　ho99es　1＿）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例：Thus　as　mercy＆sothfastnesse　wer　together　in　strif，　coscle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　thirde　dowter，　sciL　Rightwisnesse（133）＿（as＝when，　while）
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　§33以上，転倒の条件を個々の頭位に置かれる語句について単独の動詞を中心に調べて来た
が，（1｝このテキストの大部分を占める非転倒のいわゆる‘Actor－Action－Goal’の言吾順のために，
主語と動詞との問はいうまでもなく，動詞と本来副詞的な要素である目的語や補語も，できるだ
け互いに近くにあってこの語順に従おうとするので，自動調に比べて他動詞は目的語との間に主
語などを介在させること（VSO）をきらって転倒にはなりにくい。自動調（とくに‘copula’be
など）は，補語が頭位にあればそれに続いて置かれて，名詞主語を従えることがかなりある。
　②転倒の語順において，名詞主語が代名詞主語に比べて比率上多く見られるのは，そこに意味
のリズムの強蠣の意識が働いているからであろう。つまり頭位の語句に強のリズムが働くのは認
められている考えであって，次の中位に他動詞でなく‘copula’の働きをしている自動詞（とくに
be）や代動詞が入ってくるのは，意味のweightが弱く，弱のリズムを受けることができるから
である。そして次に代名詞より意味の重い名詞が来れば強のリズムを引き受けこれで強弱強のlj
ズムができることになるのである。このような，意味のリズムは，単に自動罰の場合だけでなく．
助動詞が来ても同じである。複合動詞形がかなり転倒例にあるのもそのためであろう。頭位の語
句を‘H（ead）’とすれば，　H一自動詞一名詞，　H一代名詞一自動謁（他動詞），　H一助動詞一主語・
（名詞，代名詞）一動詞，H一助動詞一動詞一主語（名詞），H一助動詞一助動詞一動詞一主語
（名詞），H一助動詞一（代名詞，名詞）主語一助動謁一動詞，といった語願ができてくる。これ
らは単純に羅列したにすぎず，名詞の前の冠調も軽微ながら弱のリズムを受けもつこと，いわゆ
るeuphony，　cacophony　の問題，また，数簡所に見られた‘formula’ないし‘mannerism’な
どの文体の問題も残っている。（3｝このテキストは，その統語法において，未だ，今賑の英語と比
べてなお洗練されていない点があるが，口語体的な要素が多いためか，Chaucerなどの散文に見
られる長文は比較的少く，かなりきびきびした文の流れがあり（‘Moralite’は必ずしもそうとは
いえない），近代莫語を思わせるのであるが，にも拘らず，古いという感じをもつのは綴字や一
部の用語のためだけではない，転倒語順の量の大きさもそのような感じをかもし繊す大きい要素
の一つであろう。後期MEにおいて，転倒も含めて他の語の配置がいかに近代化に向って流れて
いったかを探る，これは肌理のすこぶる荒いひとつの試みにすぎない。
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